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小学校算数科「図形」領域における指導法に関する

一考察

宮　本　俊　光

宮城県工業高等学校

要　約

新学習指導要領において，図形領域の内容の構成が大きく変化している．

図形領域においては,平面図形と立体図形の意味や性質を理解し,図形につ

いての感党を似:かにする必要がある．そこで現在,作業的・体験的な活動や

自分の考えを説明する活動を取り入れる事により,子ども達が主体的に学

習に取り組むための学習教材,学習活動の開発・工夫を進めている．

特に本稿においては,図形について基本的な理解や数学的な見方を育成

するための指導法の提案をする.具体的には,第六学年における直方体と立

方体の指導法の提案をし学習指導案まで提案する．

キーワード　 算数科　 図形領域　指導法

1.はじめに

新学習指導要領においては,平面図形の指導内容として,第五学年に 「図

形の合同」，第六学年に 「縮図や拡大図」，「対称な図形」が新しく加わる

事になった.立体図形に閔しても,第五学年に「角柱,円柱」が移行し,第六学

年に「角柱,円柱の体積の求め方」（量と測定）が加わる等,図形領域の内容の

構成が大きく変化した.これらは平成元年改訂の学習指導要領において,扱

われていた内容ではあるが,小学校算数科において指導していない期間が

長い.そこで,改めて系統性や教材解釈及び改訂の背景について研究する必

要性を感じた.特に本稿においては,第六学年の「立体を調べよ う」におけ

る直方体と立方体の指導法の提案をする．
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2.研究の目的と背景

図形領域においては,平面図形と立体図形の意味や性質を理解し,図形に

ついての感覚を豊かにする必要がある.また,図形の性質を見出し説明する

過程において,数学的な考え方や表現力を育成するとともに,図形的な見方

を日常生活や授業において活川できるようにする事が大切である.基本的

な図形の性質についての知識や技能の習得はもちろん,思考力・判断力・表

現力の向上や活用力の育成等冷 日的課題との関連を図りながら指導をす

すめていく事が極めて重要である．

そこで本稿においては,作業的･ 体験的な活動や自分の考えを説明する活

動を取り入れ,子ども達が主体的に学べる学習教材,学習活動の開発・工夫

を進めていく.また,図形について基本的な理解や数学的な見方を育成する

ための指導法を提案する.

3. 研究の視点と提案内容

(1)教材分析を踏まえた単元樹成と指導計画

①提案内容は,教材分析を踏まえた指導計画の工夫

・導入教材の開発と学習活動のための場の構成

・学習課題の設定と提示の揚の構成

(2)算数的活動や学び合いを導入した授業過程の構成

①提案内容は,学び合いによる学習活働の工夫

・作業や体験による算数的活動のための場の構成

・表現方法や説明方法の工夫

・学習形態の工夫

(3)個に応じた指導形態の確立

①提案内容は沙 人数指導の工夫

・個に対する指導の工夫

(4)指導に反映される評価活勁の展開

①提案内容は,評価を生かした指導の展開

・子ども達の自己評価活動を生かした指導の展開

4. 提案授業の目標

本提案授業は,身の回りにある空き箱を学習教材としての構成要素に注
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目しながら分類・整理・説明し,算数的活動を通して立体図形の概念の理解

の深化を促す事を目的としたものである.比較分類や関連付けに焦点を当

て,自力解決や課題解決過程や結米を共有する学び合い活動の場の構成を

し,数学的な考え方の育成も同時に目指している.

5. 提案授業の学習指導案

(1)単元名　｢ 立体を調べる一直方体と立方体－｣

(2)単元の目標　直方体,立方体,角柱及び円柱についての観察や構成などの

活動を通して,基本的な立体図形の概念について理解するとともに,見取

り図や展開図について理解し,立体図形の観察や表現力を高めて空間慨

念の基礎を養う.

(3)単元の評価基準

①関心・意欲・態度

・立体図形を観察・構成・分解する事を通して,図形的見方の良さに気付

き,その特徴を捉える.

②数学的な考え方

・立体図形を観察・分類する活動を通して構成要素に着目し,直方体・立

方体・角柱・円柱の特徴や性質を発見できる.

③表現・処理

・直方体や立方体の見取り図や展開図がかける.

④知識・理解

・直方体や立方体の辺,頂点,而の数を理解すると共にその展開図の見方

を理解できる.

・而や辺の垂直と平行の関係を理解している.

(4)単元について

①教材観

本提案授業の単元は,学習指導要領第６学年の以下の目標及び内容に基

づいている．

目標(3)

図形を構成要素及びそれらの位置関係に着目して考察し,基本的な立

体図形についての理解を深める事ができるよ引こする．
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C（1）基本的な立体図形と空間

図形についての観察や構成などの活勁を通して,基本的な立体図形に

ついての理解を深めるとともに,図形の構成要素及びそれらの位置関係

に着目して考察ができるようにする．

ア　立方体及び直方体について理解すること．

イ　直方体に関連して,直線や平面の平行及び垂直の関係について理解

すること，

ウ　三角柱,四角柱などの角柱及び円柱について知ること．

第１学年では，「かたちあそび」として身の回りにある立体を観察し，

直接触れる活動を通して,立体の機能的特徴を捉える学習をする.第３学

年においては,箱作りや紙に面を写し取る活動を通して,立体の而,辺や頂

点等の構成要素に着目させて立体図形についての理解をさせる．

本単元においては,最も基本的な立方体や直方体について,辺や面の平

行,垂直等の観点から考察し理解の深化をねらう.また,角柱や円柱等の立

体図形を扱い,様々な立体図形を観察･分類する活勁を通して図形の特徴

を捉えさせる.

②指導観

以上の様な教材観を踏まえ,以下の事項を配慮し授業展開をする.

i.教材分析を踏まえた指導計画

導入段階においては,1時間で身の回りの色々な箱の特徴に基づき分

類整理する活動をする.自らの視点で分類すると共に他者の分類結果も

共有しながら,立体図形の構成要素に着目させ単元ぜんたいの授業展開

の方向性を決定する.また,見取り図や展開図の作図及び組み立て等の活

動を通して,立体図形の観察や表現能力の育成を図る.

ii .課題解決方法を説明する算数的活動と学び合い学習

立体図形に実際に直接触れたり観察しながら,課題解決過程の説明を

する算数的活動を導入する.ペア学習やグループ学習の学習形態を工夫

し,子ども同士のコミュニケーションの観点を明確に認識させて課題解

決学習に収り組ませる.また,学習プリントによりこれらの事を支援する.

iii.個に応じた指導形態
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課題解決の見通しが困難な子ども達には,個別的に補足説明を行い指

導過程の複線化を図る.また,机間巡視で子どもの考えを把握し,意図的に

指名し発表させてねらいに沿った学び合い活動を推進する.

④ＩＣＴ機器の活用

自作ソフトウェアを活川して,立体図形の構成要素の合成･分解の画像

を示す.既習事項や本時の学習事項を視党化・焦点化し,効率よく学習内

容を纏める.話合い活動においては,書画カメラで子ども達の学習プリン

トを投影して,課題解決場而が臨場感を持って伝わるような手立てを導

入する.

(5)指導計画(12時間)

時間 日　　 標 学 習 活 動 評　　 価　　 基　　 準

(1)直方体と立方体(5 時間)

１

本時

立体の分類

を通して,そ

れぞれの立

体の特徴を

考える事が

出来る．

・身の回りの色々

な箱を分類しなが

ら課題を捉える.

・箱の形の特徴を

調べる．

関心・意欲・態度…箱の形に興

味を持ち,その特徴を調べよう

とする．

数学的な考え方…箱の形を面

の形に注目して直方体,立方体，

その他に分類する．

２

直方体,立方

体の概念や

特徴,性質を

理解する．

．「直方体」「立方

体」の定義を知る.

・直方体や立方体

の而,辺,頂点につ

いての特徴,性質

を調べる．

関心・意欲・態度…直方体,立

方体の構成要素を調べよ うと

している．

知識・理解…直方休,立方体の

特徴や性質を理解している，

３

●

４

直方体や立

方休の見取

り図が描け

る．

・用語｢ 見取り図｣

を理解する.

・見取り図をかく．

・数学的な考え方…見取り図を

表す事を通して,直方体や立方

体の大きさと辺の長さの関係

を捉えている.

・表現・処理…直方 体や立方体

の見取り図が描ける．

75

Akita University



５

●

６

直方体,立方

体の展開図

をかくこと

ができる．

・川語「展開図」

を知る，

・展開図をかき,そ

れを切り抜いて直

方体を組み立て

る．

数学的な考え方…展開図を表

す事を通して,辺や面のつなが

りや位置関係をとらえている．

表現･ 処理…直方体や立方体の

展開図をかく事ができる．

(2)面や辺の平行,垂直　２時間

１

直方体の辺

と辺,辺と而

の垂直,平行

の関係を理

解する．

・直方体の辺と辺

の交わり方,並び

方を調べる.

・直方体の辺と面

の交わり方を調べ

る．

関心・意欲・態度…直方体が積

み重ねられる理由を考えよう

としている．

表現･ 処理…直方体の互いに垂

直,平行な辺,垂直な而と辺をと

らえることができる．

２

直方体の而

と面の垂直，

平行の関係

を理解する．

学習内容の

理解を深め，

興味を広げ

る．

・直方体の面と面

の交わり方,並び

方を調べる.

・身の回りのもの

の中から,平行や

垂直になっている

辺や面を探し出

す．

関心・意欲・態度…学習内容を

適切に活用して,活動に取り組

もうとしている，

知識･ 理解…直方体の面と面の

垂直,平行の関係を理解してい

る．

(3)角柱と円柱　２時問

１

角柱の概念

や底而湖而

の大きさや

形,数を理解

する．

・隋 柱」の定義，

「底面」「側面」の

意味を知る.

・角化 角柱の底面

や餌丿面の大きさや

形,数を纏める．

関心・意欲・態度…立体図形の

構成要素に着目して角柱や円

柱の特徴を調べようとしてい

る．

数学的な考え方…構成要素に

着目して,角柱の特徴をとらえ

ている．

円柱の概念 ．「円柱」の定義を 表現･ 処理…円柱の特徴を調べ
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２

や底而,側而

の大きさや

形,数を理解

する．

知る.

・円柱,円柱の底而

や側面の大きさや

形,数を纏める．

る事ができる．

知識・理解…角柱や円柱の概

念,角柱の底面,側面の大きさや

形,数を理解している．

まとめ　２時間

Ｉ

●

２

学習内容の

理解を深め，

興味を広げ

る．

・身の回りから角

柱や円柱を探す，

・確かめる活動を

行う．

関心・意欲・態度…学習内容を

適切に活用して,活動に取り組

もうとしている．

知識･ 理解…基本的な学習内容

について理解している．

（6）本時の指導（1/12 時）

①本時の 目標

立体の分類を通して,それぞれの特徴について考える事が出来る.

②本時の授業に関する提案

i. 分類の仕方を考察し説明する算数的活動に関する提案

「面の形」に注目して,立体図形を分類する活動をする.教材としては，

身の回りにある箱の中から直方体や 立方体,円柱,角柱を扱い，「色々な形

の箱」とい う認識から，「特徴をもっだ立体」として捉えるようにする．

また,学習プリン1 をヽ工夫して,絵カードを用いて表して.自分の考え方を

説明しやすくする.

n.学び合いを深める手立てに関する提案

課題解決後,グループ 学習の場の構成により知識の共有化を図る.それ

ぞれの分類方法の共通点や相違点を明らかにし,全体討議する場の構成

をする事により,自力解決から共同解決まで学習課勉に沿って子ども同

士お互いの考えが高まっていく様に促す.

③10 グループ分の箱（1 グループ10 種類,立方体2, 此方休3, 円柱2, 三角

柱1, 四角 注1, 六角柱1 ） 箱のカード（子ども用,提示用） 学習プ リント

ＩｃＴ機器　 書画カメラ
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④本時の展開

ねらい 学　　習　　活　　勁 指導上の留意点・評価等

導入

６分

I.プレゼンテーション映像

を兄て立体図形について確

かめる.

2.箱の形の特徴を言葉のみ

でペアに伝える.

3.本時の課題を理解する．

映像を提示する．

課題と箱を提示し,全体への説明

や指示を行う･．

学習プリントを配布して,課題を

理解できない子どもに対して補足

説明する．

而の形に注目して,色々な

箱を３種類に分類する．

自

力

解

決

提案1

(7 分)

グ

ル

ー

プ

で

4.箱の分類をする．

正方形だけで闘まれている

もの(立方体)

長方形だけでかこまれてい

るもの(直方体)

長方形と正方形で囲まれて

いるもの(直方体)

その他　円,三角形,六角形，

四角柱(底而が台形)

5.箱の分類方法をグループ

で発表し合う．

底が正方形のグループ

底が円のグループ

正方形だけでできた箱

その他のグループ

子どもを観察して分類方法を見

る.また,つまずいている子どもを

個別支援する.

・なかなか見通しを持てない子ど

もには,実際に箱を観察させて而

の形に気付くように促す.

・分類のできた子どもには,理由を

学習プリントに記入させる．

さらに,説明方法についても考察

させる.

・子ども達全体を観察し,説明の方

法について助言を行う.

・蹟く子ども達が多い場合は,底の

形に注目させる等の助言をする.

・考えが纏まらない子ども達もで

きた所まで発表させる.グループ

内のディスカッションで自力解決

を促す.

・自他の考えを比較し,意見が統一

できなかった物や分類に迷った物
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の

発

表

(12 分)

6.分類に迷った物や,グルー

プ内で意見が分かれた物に

ついて確認する．

例：長方形と正方形ででき

ているので人によって分類

が違っていた，

例：底面が台形なためにど

こに分類していいのか分か

らなかった．

について話合わせる.

・観察結果からは発表させるグル

ープを選択する.

・分類で意見が対立したり,迷って

いるグループに発表させる．

集

団

解

決

(15 分)

7.代表の子どもの発表を聞

く．

さいころの形(正方形だけで

囲まれている箱)

箱の形(長方形と正方形で囲

まれている箱)

その他(円や三角や台形が入

っている箱,柱の様に細長い

形)

8.発表意見に対して自己の

考えを出し合う.立体の分類

に必要な特徴について絲め

て行く.

9.自分が持参した箱の形状

の特徴から分類する方法に

ついて考察する．

・発表を進める.

・代表の子どもは黒板に提示用の

箱カードを使用させ,分類方法の

発表をさせる.

・発表した子どもの分類理由を板

書する.

・必要であれば,書画カメラを使用

して,子どもの学習プリントを提

示し,発表させる．

数学的な考え方…立体の分類

方法を考察し,説明する事が

出来る.(発表・学習プリント)

まとめ

(5 分)

10.振り返った学習活動を磨

る．

・今日の学習事項について,学習プ

リントに記入する．
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⑤本時の判断基準

評　　価　　の　　視　　点 努力を要する子どもへの

支援十 分 満 足 で きる ほぼ満足できる

・而の形に着目して分

類して説明する事が

できる．

･面の形に注目して，

分類する事が出来

る．

・分類するために,実際に

現物の箱を持たせて而の

形に着目させる.

・分類の理由の書き方を

助言する．

6.まとめ

新学習指導要領においては,図形領域の内容の構成が大きく変化した.こ

れらは平成元年改訂の学習指導要領において,既に扱われていた内容であ

るが,小学校算数科において指導していない舅】間が長いため,改めて系統性

や教材解釈及び改訂の背景について研究する必要性を感じ,第六学年の｢ 立

体を調べよう｣ における直方体と立方体の指導法の提案をした．

そのためには,平面図形と立体図形の意味や性質を理解し,図形について

の感党を豊かにする必要がある.図形の性質を見出し説明する過程におい

て,数学的な考え方や表現力を育成するとともに,図形的な見方を日常生活

や授業において活用できる事が大切であるJ,じ本的な図形の性質について

の知織や技能の習得はもちろん,思考力･ 判断力・表現力の向上や活川力の

育成等,今日的課題との関連を図りながらの指導が極めて重要であった．

特に,作業的・体験的な活動や自分の考えを説明する活動を取り入れ,子

ども達が主体的に学べる学習教材,学習活動の開発・工夫を進めるため,図

形についての基本的な理解や数学的な見方を育成するための指導法につ

いて指導案まで提案した. 今後の課題は,提案授業による授業実践を積み

重ね,授業評価を行い授業の改善を繰り返す事であると考える．
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ー ジ 化する 動画 素材 集 より　 中学校 １年生r 立体 とそ の調 べ方　 動 かし
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(3)小学校学習指導要領解説　算数編　文部科学省

(4)｢ 板書で見る全単元・全授業のすべて　小学校算数６年上｣ 筑波大学附

属小学校算数部

O ｎ tｈｅ ｍｅthod of t ｈｅ teaching on fig ｕｒe f1)「

ｅｌｅｍｅｎtａｒｙ sｃｈｏｏ1

ＭＩＹＡＭ ＯＴ０,11)ｓhimit ｓｕ

Miyagi 恥ch ｎiｃａl Ｈigh Sch ｏｏl

Ab ｓtｒａｃt

ln t ｈｅ ｎｅｗ ｃｏｕｒs ｅ ｏｆ ｓtｕdy; config ｕｒａtｉｏｎ ｏｆ tｈｅ ｃｏｎtｅｎt ｓ of the

dｒａｗinga ｒｅａ ｈａｓ gｒｅａtlｙ ｃｈ ａｎｇｅｄ. Ｙｏｕ ｎｅｅｄ tｏ ｅｎｒｉｃｈ ８ｅｎｓｅ ａｂｏｕt

shape ｓ in the d ｒａｗing a ｒｅａ， ｕｎｄｅｒｓtａｎｄ ｎａtｕｒｅ ａｎｄ ｍ ｅａｎｉｎｇ ｏｆ tｈｅ

ｐｌａｎ ａｎｄ ｓｏｈｄ ｓｈａｐｅ. Ｃ ｕｒｒｅｎtlｙ ha ｖｅ ａｄｏｐted ｗ ｏｒｋ ａｎｄ ｅχpe ｒｉｅｎtｉａｌ

ａｃtiｖitie ｓ ａｎｄ ａｃtiｖities t ｏ ｅｘplain ｙｏｕｒ tｈｏｕghts. Ｗ ｏｒking on

de ｖｅｌｏｐｍ ｅｎt ｏＨ ｅａｒｎｉｎｇ ｍ ａtｅｒials f1) ｒ ｃｈｎｄｒｅｎ ｗ ｏrｋ ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎtlｙ

ｏｎ ｌｅａｒｎｉｎｇ, ｌｅａｒｎｉｎｇ ａｃtiｖitｉｅ８ ａｎｄ ｉｎｇｅｎｕity ｙｌｂ ｍ ａｋｅ ｅｓｐｅｃｉａＵy;

ｓhape f1) ｒ basic ｕｎｄｅｒｓtａｎｄｉｎｇ ａｎｄ ｍ ａt ｈｅｍ ａtical ｖie ｗpoint to f1)st ｅｒ

tｅａｃｈｉｎｇ ｓｕgge ｓtｉｏｎ８. ＳｐｅｃｉｆｉｃａＵｙ did ， tｅａｃｈｉｎｇ ｉｎ ｇｒａｄｅｓ ｓiχ

ｒｅｃtａｎｇｕla ｒ ａｎｄ ｃｕbe of p ｒｏｐｏsal.
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